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議 決 の 結 果
予算・決算

※一般会計予算は、修正案が可決され、修正部分を除く原案が可決。（P15・P20に関連記事あり）

宿泊等施設事業特別会計　歳入・歳出総額　２億6272万6384円	 …原案認定（全員賛成）

※議決結果緑字は予算特別委員会付託分

会　　　計　　　名 補　　正　　額 補正後の額 採決結果
一　　般　　会　　計 34 億 1421 万 1000 円 710 億 2693 万 7000 円

原案可決
（全員賛成）

特別会計

競 輪 3 億 3709 万 6000 円 137 億 0001 万 1000 円
天 守 閣 3285 万 3000 円 7 億 8972 万 6000 円
下 水 道 2 億 2480 万 0000 円 91 億 6980 万 0000 円
国 民 健 康 保 険 8 億 4387 万 3000 円 262 億 1187 万 3000 円
国 民 健 康 保 険 診 療 施 設 81 万 9000 円 3481 万 9000 円
公 設 地 方 卸 売 市 場 545 万 3000 円 1 億 3845 万 3000 円
介 　 護 　 保 　 険 4731 万 4000 円 145 億 6918 万 4000 円
後 期 高 齢 者 医 療 5022 万 2000 円 40 億 1922 万 2000 円
地 下 街 588 万 9000 円 3 億 5288 万 9000 円

企業会計 病 院 4 億 3000 万 0000 円 134 億 7449 万 3000 円
合　　　　計 53 億 9253 万 0000 円 1534 億 8740 万 7000 円

会　　　計　　　名 予　　　算　　　額 対前年度伸率 採決結果
一　　般　　会　　計 639 億 0000 万 0000 円 1.27% ※修正可決（賛成多数）

特別会計

競 輪 157 億 6000 万 0000 円 18.23% 原案可決（賛成多数）
天 守 閣 5 億 8400 万 0000 円 △ 20.11%

原案可決（全員賛成）
国 民 健 康 保 険 253 億 2000 万 0000 円 △ 0.19%
国 民 健 康 保 険 診 療 施 設 3000 万 0000 円 △ 11.76%
公 設 地 方 卸 売 市 場 1 億 3600 万 0000 円 2.26%
介 　 護 　 保 　 険 150 億 1900 万 0000 円 3.65%
後 期 高 齢 者 医 療 41 億  900 万 0000 円 3.53% 原案可決（賛成多数）
公 共 用 地 先 行 取 得 2700 万 0000 円 △ 18.18%

原案可決（全員賛成）

広 域 消 防 41 億 1000 万 0000 円 △ 1.20%
地 下 街 3 億 2000 万 0000 円 △ 7.78%

企業会計
水 道 51 億 7367 万 3000 円 △ 0.12%
病 院 136 億 5775 万 0000 円 4.70%
下 水 道 121 億 1275 万 6000 円 皆増

合　　　　計 1602 億 5917 万 9000 円 4.67%

（いのちを大切にする小田原）　○コミュニケーション支援事業（手話奉仕員養成講座開催費）（32万7千
円）　○産婦人科医療施設整備費補助事業（7040万円）　○空家等対策事業（1103万6千円）　○建築物耐震化
促進事業（木造住宅耐震化推奨訪問委託料）　○体力・運動能力向上推進事業（84万円）　
（希望と活力あふれる小田原）　○若年者雇用支援事業（若年者ＵＩＪターン促進事業費、若年者雇用マッ
チング支援事業費）（106万9千円）　○地域農業活性化事業（新規就農者支援事業費補助金）（46万円）　○木
育推進事業（わたしの木づかいパイロット事業費）（111万2千円）　○交流促進施設等整備事業（フィッシング
パーク検討事業費）（5万6千円）　○小田原ブランド推進事業（回遊促進アンテナショップ事業費、「小田原ブ
ランド」魅力ＰＲ事業負担金）（565万円）　○図書館学習イベント開催事業（「調べる学習コンクール」開催
費）（26万8千円）
（豊かな生活基盤のある小田原）　○犬・猫飼い方マナー啓発事業（野良猫対策事業負担金）（6万円）　
○地球温暖化対策推進事業費補助金（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）（30万円）　○再生可能エネルギー
導入促進事業（エネルギーカフェ等普及啓発講演会講師謝礼、木質バイオマス利用計画策定委託料）
（市民が主役の小田原）　○東京オリンピック・パラリンピック等関連事業（669万4千円）

当初予算の主な新規事業 下線は、総合計画上の「まちづくりの目標」

平成27年度　決算

平成27年度補正予算

平成28年度当初予算
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議 決 の 結 果
条　　例

新たに制定した条例
行政不服審査条例

原案可決
（全員賛成）

行政不服審査法の規定に基づき、同法の施行に関し必要な事項を
定める等のため制定しました。

行政不服審査法の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例

新しい行政不服審査法が施行されることに伴い、小田原市情報公
開条例および小田原市個人情報保護条例における処分または不作
為に係る審査請求について、同法に規定する審理員を指名しない
こととするほか、同法の施行に伴い整備が必要な小田原市情報公
開条例ほか６件の条例を一括して改正するため制定しました。

職員の降給の事由及び手続に
関する条例

地方公務員法の規定に基づき、職員の意に反する降給の事由およ
び手続に関し必要な事項を定めるため制定しました。

職員の退職管理に関する条例 地方公務員法の規定に基づき、職員の退職管理に関し必要な事項
を定めるため制定しました。

地域防災計画に定める大規模
な工場その他の施設の用途及
び規模を定める条例

水防法の規定に基づき、浸水想定区域内にある大規模な工場その
他の施設で当該施設の所有者等から申し出があった場合に地域防
災計画に名称および所在地を定めるものの用途および規模に関し
必要な事項を定めるため制定しました。

消費生活センターの組織及び
運営等に関する条例

消費者安全法の規定に基づき、消費生活センターの組織および運
営ならびに情報の安全管理に関し必要な事項を定めるため制定し
ました。

農業委員会の委員及び農地利
用最適化推進委員の定数を定
める条例

原案可決
（賛成多数）

農業委員会等に関する法律の規定に基づき、小田原市農業委員会
の委員および農地利用最適化推進委員の定数を定めるため制定し
ました。

一部を改正した条例
職員の勤務時間、休暇等に関
する条例

原案可決
（全員賛成）

地方公務員法の一部改正に伴う所要の整備を行うため改正しまし
た。

非常勤の職員の公務災害補償
等に関する条例

地方公務員災害補償法施行令の一部改正に伴う所要の整備を行う
ため改正しました。

人事行政の運営等の状況の公
表に関する条例

地方公務員法が一部改正され、人事行政の運営の状況に関する報
告事項が変更されることに伴い、本市における人事行政の運営の
状況に関する報告事項についてこれに応じた措置を講ずる等のた
め改正しました。

証人等の実費弁償に関する条
例

農業委員会等に関する法律等の一部改正に伴う所要の整備を行う
ため改正しました。

常勤の特別職職員の給与に関
する条例等

国家公務員の給与制度に準じて市長、副市長および教育長の期末
手当の支給割合を引き上げるため改正しました。

職員の給与に関する条例及び
一般職の任期付職員の採用等
に関する条例

国家公務員の給与制度に準じて、本市職員の給料月額ならびに地
域手当、期末手当および勤勉手当の支給割合を引き上げるほか、
地方公務員法の一部改正に伴い、新たに等級別基準職務表を定め
る等のため改正しました。

国民健康保険条例 国民健康保険法施行令が一部改正され、所得の少ない被保険者に
対して課する国民健康保険の保険料の算定に係る基準が見直され
ることに伴い、本市の保険料についてこれに応じた措置を講ずる
ため改正しました。

建築基準条例 建築基準法施行令の一部改正に伴う所要の整備を行うため改正し
ました。

建築審査会条例 建築基準法が一部改正され、建築審査会の委員の任期を条例で定
めることとされることに伴い、本市の建築審査会の委員の任期に
ついてこれに応じて必要な事項を定める等のため改正しました。
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開発事業に係る手続及び基準
に関する条例

原案可決
（全員賛成）

電気事業法およびガス事業法の一部改正に伴う所要の整備を行う
ため改正しました。

建築物における駐車施設の附
置等に関する条例

駐車場整備地区等における駐車施設の附置の特例基準を緩和する
等のため改正しました。

下水道条例 寿町終末処理場を廃止することに伴い、終末処理場の構造および
維持管理の基準等を廃止するために改正しました。

火災予防条例 対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取
扱いに関する条例の制定に関する基準を定める省令が一部改正さ
れ、新たにガスグリドル付こんろに係る離隔距離に関する基準が
規定されたこと等に伴い、所要の措置を講ずるため改正しました。

附属機関設置条例

原案可決
（全員賛成）

市長の諮問に応じて調査審議等をする附属機関として小田原市空
家等対策協議会ほか４件の委員会を設置する等のため改正しまし
た。

非常勤の特別職職員の報酬等
に関する条例

新たに設置する附属機関の委員ならびに芸術文化活動専門員およ
び認知症地域支援推進員の報酬額を定める等のため改正しまし
た。

職員の特殊勤務手当に関する
条例

全国的な医師不足の状況に鑑み、市立病院における十分な医療体
制の確保を図る観点から診療手当の充実を図るため改正しまし
た。

小田原城天守閣条例 小田原城天守閣の設備および展示内容の更新に伴い、天守閣入場
料の額を引き上げるほか、新たに常盤木門展示室の入場料の額を
定め、当該入場料、天守閣入場料および小田原城歴史見聞館入場
料を同時に徴収する場合等の特別料金を設定する等のため改正し
ました。

手数料条例

原案可決
（全員賛成）

既存住宅の増築または改築に係る長期優良住宅の普及の促進に関
する法律に基づく事務および建築物のエネルギー消費性能の向上
に関する法律に基づく事務に係る手数料を定める等のため改正し
ました。

市立病院の診療報酬等に関す
る条例

健康保険法等に基づく厚生労働省告示の一部改正に伴う所要の整
備を行うため改正しました。

消防団員等公務災害補償条例 非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部改正
に伴う所要の整備を行うため改正しました。

廃止した条例
国民健康保険高額療養費貸付
基金条例 原案可決

（全員賛成）

国民健康保険高額療養費貸付基金の貸し付け実績に鑑み、当該基
金を廃止するため廃止しました。

介護保険高額介護サービス費
等貸付基金条例

介護保険高額介護サービス費等貸付基金の貸し付け実績に鑑み、
当該基金を廃止するため廃止しました。

調停について　

原案可決
（全員賛成）

平成 24 年１月 30 日に市立病院で行った医療に伴う損害賠償請求
調停申立事件について、調停を成立させました。

下水汚泥処理に係る施設等の
建設及び維持管理の事務の委
託の廃止について

平成 28 年３月 31 日をもって公共下水道事業における下水汚泥処
理に係る施設等の建設および維持管理に関する事務の委託を廃止
するに当たり、神奈川県と協議することに同意しました。

市道路線の認定について 道路および排水機能の整備に伴い、１路線の認定を行いました。
工事請負契約の変更について 平成 27 年６月 19 日に議決を経た「議案第 68 号  工事請負契約の

締結について（小田原城天守閣耐震改修工事）」の内容の一部を
変更しました。

専決処分の報告について（事故賠償）　　７件　道路管理瑕疵（かし）による車両事故の賠償等の報告がありました。

議 決 の 結 果
条　　例

報告事項

そ の 他
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議 決 の 結 果

市議会会議規則の一部を改正
する規則

原案可決
（全員賛成）

市議会会議規則において、陳情は請願の例により処理するものと
され、審査の基準が明確にされていなかったため改正しました。

市議会議員の議員報酬等に関
する条例の一部を改正する条例

原案可決
（賛成多数）

国家公務員の給与制度に準じて市議会議員の期末手当の額を引き
上げるため改正しました。

監査委員の選任について 原案同意
（全員賛成）

岡本重治さん（新屋）の選任に同意しました。
監査委員の選任について 数馬　勝さん（成田）の選任に同意しました。

県立おだわら諏訪の原公園第２期・第３期の早期整備促進及び開園に向けた意見書　　…原案可決（全員賛成）
精神障害者の交通運賃割引制度の適用を求める意見書　　　　　　　　　　　　　　　…原案可決（全員賛成）

同 意 案

意見書案

議員提出議案

結　果 件　　　　　　　　　　　名
採　択 県立おだわら諏訪の原公園第２期・第３期整備促進について神奈川県に要請を求める陳情
採　択 小田原市議会議員に対して服務規律を順守することを求める陳情
不採択 小田原市スポーツ振興・教育環境改善基金の改正を求める陳情
採　択 精神障害者の交通運賃割引制度の適用を求める意見書採択についての陳情
不採択 小田原駅東口広域交流施設ゾーン整備事業についてライブラリー機能の充実検討を求める陳情書
不採択 小田原駅東口広域交流施設ゾーンへのアクセス整備についての陳情書

陳　情　の　採　決　結　果

※　この他に、２件の陳情が継続審査となっています。（2016.3.25現在）
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議案第38号　平成28年度小田原市一
般会計予算　予算特別委員会の修正案

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ×

議案第38号　平成28年度小田原市一
般会計予算

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第39号　平成28年度小田原市競
輪事業特別会計予算

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第45号　平成28年度小田原市後
期高齢者医療事業特別会計予算

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第52号　小田原市農業委員会の
委員及び農地利用最適化推進委員の定
数を定める条例

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第29号　小田原市議会議員に対
して服務規律を順守することを求める
陳情

採
択○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第36号　小田原駅東口広域交流
施設ゾーン整備事業についてライブラ
リー機能の充実検討を求める陳情書

不
採
択

× × × × × × × ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○

陳情第37号　小田原駅東口広域交流
施設ゾーンへのアクセス整備について
の陳情書

不
採
択

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

議員提出議案第2号　小田原市議会議
員の議員報酬等に関する条例の一部を
改正する条例

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○:賛成　　×:反対
●賛否の分かれた議案のみ掲載しています。 
●全議案については、ホームページをご覧ください。

平成28年３月定例会　賛否一覧
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【
付
託
議
案
】

①
宿
泊
等
施
設
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
②

一
般
会
計
補
正
予
算
（
所
管
事

項
）
③
行
政
不
服
審
査
条
例
④
行

政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
⑤

職
員
の
降
給
の
事
由
及
び
手
続
に

関
す
る
条
例
⑥
職
員
の
退
職
管
理

に
関
す
る
条
例
⑦
地
域
防
災
計
画

に
定
め
る
大
規
模
な
工
場
そ
の
他

の
施
設
の
用
途
及
び
規
模
を
定
め

る
条
例
⑧
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

組
織
及
び
運
営
等
に
関
す
る
条
例

⑨
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
⑩
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災

害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
⑪
人
事
行
政
の

運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
⑫

証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
⑬
常

勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
⑭
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

及
び
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
⑮
火
災
予
防
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

審
査
結
果
…
①
は
全
員
賛
成　

②

～
⑮
は
全
員
賛
成

【
主
な
質
疑
】

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

市
民
へ
の
周
知
方
法
は

新
た
に
「
ガ
ス
グ
リ
ド
ル
付

こ
ん
ろ
」
の
離
隔
距
離
基
準

が
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、

こ
の
基
準
の
市
民
周
知
の
方
法
は
。

こ
ん
ろ
下
部
に
あ
る
魚
を
焼

く
金
網
の
部
分
が
鉄
板
状
の

も
の
を
グ
リ
ド
ル
と
言
い
、
「
ガ

ス
グ
リ
ド
ル
付
こ
ん
ろ
」
が
普
及

し
始
め
た
た
め
、
設
備
等
の
種
類

に
応
じ
た
基
準
を
設
け
た
も
の
で

あ
る
。

　

設
備
等
に
よ
っ
て
離
隔
距
離
に

違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
報
活

動
で
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
。

【
付
託
議
案
】

①
一
般
会
計
補
正
予
算
（
所
管
事

項
）
②
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
③
国
民
健
康
保
険

診
療
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
④
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
⑤
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
⑥
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
⑦
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
⑧

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
貸
付

基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
⑨
介

護
保
険
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等

貸
付
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

⑩
調
停
に
つ
い
て

審
査
結
果
…
全
員
賛
成

【
主
な
質
疑
】　　

本
市
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー
事
業
　

神
奈
川
県
の
事
業
と
の
連
携

神
奈
川
県
で
は
、
「
未
病
を

治
す
」
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
が
、
本
市
の
健
康
メ
ニ
ュ

ー
事
業
と
の
連
携
、
す
み
分
け
な

ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

神
奈
川
県
で
の
「
未
病
を
治

す
」
取
り
組
み
は
、
「
食
」
、

「
運
動
」
、
「
社
会
参
加
」
、
そ

れ
ら
を
中
心
に
健
康
寿
命
の
延
伸

を
図
る
事
業
と
承
知
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
本
市
の
健
康
増
進
計

画
の
目
標
と
同
じ
で
あ
る
の
で
、

神
奈
川
県
と
連
携
し
て
推
進
し
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
健
康
メ
ニ
ュ
ー
事
業
の

位
置
付
け
と
し
て
は
、
神
奈
川
県

と
２
市
８
町
で
取
り
組
ん
で
い
る

国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を

活
用
し
た
事
業
で
あ
る
。

【
付
託
議
案
】

①
一
般
会
計
補
正
予
算
（
所
管
事

項
）
②
競
輪
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
③
小
田
原
城
天
守
閣
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
④
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
⑤
公
設
地
方

卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
⑥
地
下
街
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
⑦
建
築
基
準
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
⑧
建
築
審
査
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
⑨
開

発
事
業
に
係
る
手
続
及
び
基
準
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
⑩
建
築
物
に
お
け
る
駐
車
施

設
の
附
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
⑪
下
水
道
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
⑫
下

水
汚
泥
処
理
に
係
る
施
設
等
の
建

設
及
び
維
持
管
理
の
事
務
の
委
託

の
廃
止
に
つ
い
て
⑬
市
道
路
線
の

認
定
に
つ
い
て
⑭
工
事
請
負
契
約

の
変
更
に
つ
い
て
（
小
田
原
城
天

守
閣
耐
震
改
修
工
事
）

審
査
結
果
…
全
員
賛
成

【
主
な
質
疑
】

日
本
忍
者
協
議
会

団
体
と
の
交
流
・
活
動
は

日
本
忍
者
協
議
会
に
つ
い
て
、

加
盟
団
体
と
の
交
流
・
活
動

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

日
本
忍
者
協
議
会
は
昨
年
10

月
に
、
忍
者
に
ゆ
か
り
の
あ

る
全
国
の
10
自
治
体
を
中
心
に
発

足
し
た
。

　

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
財

源
に
、
海
外
に
大
き
な
訴
求
力
を

持
つ
忍
者
の
世
界
規
模
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
調
査
、
各
国
の
旅
行
関

連
業
者
に
地
域
を
巡
っ
て
も
ら
う

フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
等
、
海
外
向
け

の
事
業
を
主
に
行
っ
て
い
く
。

　

平
成
28
年
度
に
は
「
（
仮
称
）

忍
者
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
東
京

で
行
う
予
定
で
あ
り
、
今
後
も
関

連
団
体
と
の
連
携
を
深
め
て
い
く
。

　常任委員会では、本会議で
付託された議案について、執
行部の説明を受けながら、詳
細な審査を行います。その審
査結果と質疑の一部をご紹介
します。

常任委員会
審 査 結 果

２/24

総　
　

務

２/25

厚
生
文
教

２/26

建
設
経
済

▲　「ガスグリドル付
　　　こんろ」
　　　魚を焼く金網の
　　　部分が鉄板状に
　　　なっている
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平成28年度施政方針を問う

　３月定例会では、市長の施政方針演説や、新年度の各会計予算案等の提案説明を受けて、各会派が代表者を立て、市政全般にわ
たって質問を行い、市長等が答弁します。これが「代表質問」です。また、会派に属さない議員は「個人質問」をすることができます。
　この定例会では、３日間にわたり全７会派７名の議員が代表質問を、１名の議員が個人質問を行いました。その中から20の質問の
要旨を掲載しています。

◎代表質問の項目（質問順に掲載） ※（代）は代表質問者、（関）は関連質問者

代表質問・個人質問

《 公　明　党 》　　小松久信（関）　 今村洋一　 奥山孝二郎（代）　 楊　隆子
1　平成 28 年度施政方針と当初予算から本市の財政状況と今後の見通しについて（市税収入の見込みと市債残高につ
いて　ほか 1 件）2　県西地域における中心市の在り方について（南足柄市との合併について　ほか 3 件）3　芸術文化
創造センター整備事業の今後について　4　東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて観光推進施策の諸課
題について（ふるさと応援寄附金を活用した都市セールスの拡充について　ほか 3 件）　5　城山陸上競技場の整備とス
ポーツ振興施策の展開について（ラグビー日本代表合宿の取り組みについて　ほか 1 件）　6　子育て支援施策の展開に
ついて（小児医療費助成制度について　ほか 1 件）　7　高齢者の生きがいづくりと諸課題の取り組みについて（健康づ
くり対策について　ほか 6 件）　8　スポーツ振興・教育環境改善基金の活用について（学校トイレ改修費について　ほ
か 3 件）9　小田原駅周辺問題について（お城通り地区再開発事業の進捗状況について　ほか 2 件）　10　関東学院大学
所用地の産学官の連携について　11　イオンタウン（日本たばこ産業跡地）の進捗状況等について　12　斎場整備等に
係る地元（久野）対応等について

《 誠　　　風 》　　加藤仁司（代）　 大川　裕　 篠原　弘　 鈴木和宏　 神戸秀典　 浅野彰太
1　平成 28 年度施政方針における県西地域将来都市像について（財政運営について　ほか 3 件）　2　まち・ひと・しご
と創生総合戦略推進策について（人口減少が続く現状について　ほか 4 件）　3　競輪事業の今後について（国際自転車
トラック競技支援競輪について　ほか 1 件）　4　観光拠点である小田原城址について（史跡小田原城跡本丸・二の丸整
備基本構想と基本計画策定について　ほか 2 件）　5　本市の教育行政について（平成 27 年度全国学力・学習状況調査
結果に対する本市の対応について　ほか 1 件）

《 日本共産党 》　　関野隆司　 田中利恵子　 吉田福治（代）
1　政治・経済情勢に対する市長の認識と政治姿勢について（安全法制と立憲主義について　ほか 2 件）　2　市の重要
課題について（中核市への移行と南足柄市との合併について　ほか 5 件）　3　市民の命を守る福祉・医療・介護の拡充
について（国民健康保険制度の堅持と国保料の引き下げについて　ほか 4 件）　4　子育て支援・教育の拡充について（子
育て支援について　ほか 4 件）　5　地域経済活性化について（小田原産木材を利活用した住宅リフォーム助成制度につ
いて　ほか 7 件）　6　文化的で安全なまちづくりについて（史跡小田原城跡整備について　ほか 2 件）　7　防災、環境
について（耐震診断、耐震補強工事について　ほか 4 件）　8　競輪事業について　9　平和施策について

《 政　　　和 》　　大村　学（代）　 武松　忠　 神永四郎　 井上昌彦（関）　 川崎雅一
1　市政運営の基本方針（基礎自治体の在り方について　ほか 2 件）　2　いのちを大切にする小田原（特色を生かした
学校教育の推進について　ほか 1 件）　3　希望と活力あふれる小田原（小田原市観光戦略ビジョンについて　ほか 6 件）
4　豊かな生活基盤のある小田原（燃せるごみの減量（段ボールコンポスト）の拡大について　ほか 1 件）　5　市民が
主役の小田原（地域コミュニティの強化と今後の取り組みについて）

《 志 民 の 会  》　　細田常夫　 安野裕子（代）　 鈴木敦子
1　本市の財政状況と平成 28 年度予算編成について（本市の財政健全化に向けた取り組みの実績と今後の課題について
　ほか 2 件）　2　持続可能なまちの実現に関して（人口問題への対応について　ほか 1 件）　3　第 5 次小田原市総合計
画「おだわら TRY プラン」について（前期基本計画の進捗状況等について　ほか 2 件）　4　いのちを大切にする小田
原について（出産・子育て環境の充実について　ほか 4 件）　5　希望と活力あふれる小田原について（芸術文化創造セ
ンター整備事業について）　6　豊かな生活基盤のある小田原について（空家等の対策について　ほか 2 件）　7　市民が
主役の小田原について（地域コミュニティ推進事業について　ほか 4 件）

《 光　政　会 》　　木村正彦（関）　 鈴木美伸（代）　 鈴木紀雄　
1　平成 28 年度施政方針について（人口減少・少子高齢化問題について　ほか 7 件）　2　平成 28 年度予算編成につい
て（滞納繰越分について　ほか 1 件）

《 新生クラブ 》　　井原義雄　 俵　鋼太郎　 安藤孝雄（代）
1　「持続可能な市民自治のまち」の実現を目指した市政運営について（2 期 8 年の市政運営をどのように評価・分析し
ているのか　ほか 1 件）　2　福祉・医療について（障害者差別解消法施行に伴う取り組みの推進について　ほか 1 件）
3　暮らしと防災・防犯について（共生社会の実現について　ほか 1 件）　4　子育て・教育について（放課後児童クラ
ブと放課後子ども教室の拡充について　ほか 2 件）　5　地域経済について（企業誘致の推進と企業撤退の防止への取り
組みの推進について　ほか 1 件）　6　歴史・文化について（博物館構想の具体的な進捗状況について　ほか 3 件）
7　都市基盤について（小田原駅東口・西口駅前広場の整備について　ほか 1 件）　8　市民自治・地域経営について（お
だわら市民交流センター（UMECO）の利用促進について）

◎個人質問の項目
○ 佐々木ナオミ
１　深刻な人口減少・少子高齢化の中での市政運営について（「仕事と子育ての両立への支援」策について　ほか３件）
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南
足
柄
市
と
の
合
併
協
議
会

の
設
置　
市
長
の
決
意
は

南
足
柄
市
と
合
併
を
含
め
た

協
議
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

の
市
長
の
決
意
と
合
併
の
方
式
に

つ
い
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
市
民
や
議
会
に
お
け
る

合
併
に
対
す
る
機
運
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
基

礎
自
治
体
の
新
た
な
展
望
を

開
く
手
だ
て
を
見
い
だ
す
必
要
が

あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
強

い
意
志
を
持
っ
て
南
足
柄
市
と
の

協
議
に
取
り
組
む
考
え
で
あ
り
、

合
併
は
大
変
有
力
な
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
、
重
点
的
に
協
議
す
べ

き
テ
ー
マ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

合
併
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
両

市
を
廃
し
て
新
た
な
市
を
置
く

「
新
設
合
併
」
と
、
一
方
の
市
を

廃
し
て
そ
の
区
域
を
他
方
の
市
へ

編
入
す
る
「
編
入
合
併
」
が
あ
り
、

い
ず
れ
の
方
式
を
採
る
か
は
、
２

市
で
設
置
す
る
協
議
会
に
お
い
て

判
断
す
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
た
め
、

現
時
点
で
言
明
す
る
こ
と
で
は
な

い
が
、
協
議
会
設
置
後
の
早
い
段

階
で
方
式
に
つ
い
て
合
意
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

平
成
の
大
合
併
が
終
息
し
、
県

西
地
域
合
併
検
討
会
も
解
散
し
た

以
降
、
市
民
や
議
会
に
合
併
の
機

運
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
本

市
の
自
治
行
政
の
在
り
方
を
見
定

め
て
い
く
た
め
に
は
、
現
状
の
認

識
や
合
併
も
含
め
た
将
来
の
方
向

性
ま
で
丁
寧
に
議
論
を
喚
起
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、

こ
れ
に
は
、
両
市
協
議
会
設
置
の

準
備
段
階
か
ら
順
次
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

関
東
学
院
大
学
所
用
地

産
学
官
の
連
携
は

関
東
学
院
大
学
法
学
部
が
、

平
成
29
年
４
月
に
本
市
内
か

ら
横
浜
市
内
へ
移
転
す
る
と
と
も

に
、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
材

料
・
表
面
工
学
研
究
所
」
が
移
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
研
究
所
に
な
る
と
、

人
数
は
50
人
程
度
と
聞
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
施
設
に
か
な
り
の

空
き
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
る
と
考
え

る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
同
研
究
所
は
、
メ
ッ
キ

技
術
の
研
究
に
お
い
て
世
界
に
誇

れ
る
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
今
後
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
基
礎
と
な
る
研
究
が

行
わ
れ
る
と
考
え
る
と
、
市
内
の

企
業
と
連
携
す
れ
ば
、
そ
の
可
能

性
は
大
き
く
広
が
る
も
の
と
考
え

る
。

　

そ
こ
で
、
研
究
内
容
を
活
用
で

き
る
企
業
が
市
内
に
ど
の
程
度
存

在
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

移
設
に
伴
う
学
内
の
ス
ペ
ー

ス
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
当

初
50
人
程
度
で
運
用
を
開
始
す
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
大
学
院
の
設

置
が
検
討
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
数

年
の
う
ち
に
は
企
業
か
ら
の
研
修

生
の
受
け
入
れ
な
ど
に
よ
り
２
０

０
人
規
模
の
施
設
に
す
る
計
画
と

な
っ
て
お
り
、
大
き
な
ス
ペ
ー
ス

は
生
じ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

研
究
所
は
、
メ
ッ
キ
技
術
の
開

発
だ
け
で
な
く
、
食
品
分
野
や
医

療
分
野
な
ど
に
関
係
す
る
研
究
も

行
っ
て
お
り
、
幅
広
い
分
野
で
の

連
携
が
見
込
め
る
研
究
施
設
で
あ

る
。

　

研
究
所
と
し
て
は
、
市
内
の
３

千
社
を
超
え
る
企
業
の
う
ち
、
２

０
０
社
以
上
の
企
業
と
関
係
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
と
の
見
解
を
持

っ
て
お
り
、
今
後
の
展
開
に
期
待

し
て
い
る
。

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

全
校
で
洋
式
化
と
な
る
の
か

12
月
定
例
会
に
お
い
て
ス
ポ

ー
ツ
振
興
・
教
育
環
境
改
善

基
金
条
例
が
可
決
し
、
基
金
の
活

用
が
始
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
基
金
を
活
用
し
て
学

校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
全
校
で
行

う
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
洋
式
化
に
あ
た
り
国
の

補
助
メ
ニ
ュ
ー
と
基
金
か
ら
の
捻

出
の
割
合
に
つ
い
て
伺
う
。

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て

は
、
国
庫
補
助
金
を
活
用
し

な
が
ら
計
画
的
に
実
施
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
基
金
の
活
用
に

よ
り
、
国
庫
補
助
金
の
活
用
に
加

え
、
国
庫
補
助
対
象
外
で
あ
る
便

器
だ
け
を
和
式
か
ら
洋
式
へ
交
換

す
る
工
事
に
も
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
。

　

基
金
の
活
用
期
間
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
３
年
間
と
し
、
各
校
の

外
ト
イ
レ
等
を
除
く
、
校
舎
棟
ト

イ
レ
に
お
い
て
は
、
児
童
・
生
徒

数
に
応
じ
た
適
正
便
器
数
に
対
し

て
小
学
校
で
81
％
、
中
学
校
で
79

％
、
全
体
で
80
％
の
洋
式
化
を
進

め
る
計
画
で
あ
り
、
最
終
的
に
は

１
０
０
％
を
、
目
指
し
て
い
き
た

い
。

　

改
修
費
用
の
割
合
に
つ
い
て
は
、

配
管
や
床
等
の
改
修
を
含
め
、
全

面
的
に
改
修
す
る
場
合
に
は
、
文

部
科
学
省
所
管
の
国
庫
補
助
金
で

あ
る
「
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
」
の
対
象
事
業
と
し
て
、
事
業

費
の
３
分
の
１
が
交
付
さ
れ
、
残

り
の
３
分
の
２
を
市
費
で
負
担
す

る
こ
と
と
な
り
、
便
器
だ
け
を
和

式
か
ら
洋
式
へ
交
換
す
る
工
事
に

つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
事
業
の
対

象
と
は
な
ら
な
い
た
め
、
全
額
を

基
金
で
賄
う
こ
と
と
な
る
。

公　

明　

党

奥
山　

孝
二
郎
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３
歳
以
上
の
幼
児
に
限
定
し

て
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
を

国
で
は
認
定
こ
ど
も
園
化
の

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
従
来
の
幼
稚
園
を
認
定
こ

ど
も
園
と
す
る
に
は
、
保
育
機
能

を
取
り
入
れ
る
た
め
多
大
な
改
修

整
備
や
相
当
な
管
理
費
も
か
か
り
、

ま
た
、
乳
児
と
幼
児
と
の
混
在
と

な
る
と
大
変
で
あ
る
こ
と
も
理
解

で
き
る
。

　

し
か
し
、
乳
児
お
よ
び
３
歳
未

満
の
幼
児
は
、
従
来
の
保
育
園
が

そ
の
機
能
を
担
い
、
３
歳
以
上
の

幼
児
に
限
定
し
て
幼
保
一
元
を
図

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
設
備
面
、
運

営
面
共
に
そ
の
ハ
ー
ド
ル
は
少
し

下
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
こ
で
、
３
歳
以
上
の
幼
児
に

限
定
し
た
保
育
と
教
育
の
一
元
化

を
ま
ず
進
め
る
こ
と
で
、
認
定
こ

ど
も
園
へ
移
行
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

幼
稚
園
を
３
歳
児
以
上
の
幼

児
に
限
定
し
て
認
定
こ
ど
も

園
化
す
る
場
合
、
０
歳
児
か
ら
受

け
入
れ
る
場
合
と
比
べ
て
施
設
整

備
の
ハ
ー
ド
ル
は
下
が
る
も
の
の
、

児
童
福
祉
施
設
と
し
て
の
施
設
整

備
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
公
立
幼

稚
園
と
し
て
は
課
題
が
多
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

民
間
の
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
の
意
向
が
重
要
で
あ
り
、

市
と
し
て
こ
れ
ま
で
認
定
こ
ど
も

園
化
の
働
き
掛
け
を
行
っ
て
き
た

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
動
き
は
な

い
状
況
で
あ
る
。

　

定
員
に
余
裕
の
あ
る
民
間
幼
稚

園
が
認
定
こ
ど
も
園
化
す
る
こ
と

は
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
受
け
皿
の
拡

大
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
３
歳

児
以
上
の
幼
児
に
限
定
し
た
認
定

こ
ど
も
園
化
も
含
め
、
引
き
続
き

働
き
掛
け
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

合
併
の
前
提
と
な
る

内
政
課
題
は
解
決
し
た
の
か

市
長
は
、
平
成
20
年
６
月
議

会
で
、
合
併
に
つ
い
て
「
直

面
す
る
内
政
課
題
の
解
決
が
合
併

へ
の
推
進
の
前
提
と
な
る
」
と
答

弁
し
た
。
ま
た
、
平
成
22
年
６
月

議
会
で
も
、
本
市
が
懸
案
と
す
る

諸
課
題
が
解
決
し
た
と
は
思
っ
て

い
な
い
が
、
将
来
的
に
は
合
併
に

よ
り
県
西
地
域
一
本
化
し
て
総
合

力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ

る
と
答
弁
し
て
い
る
。

　

今
後
、
本
年
秋
ま
で
に
合
併
の

可
能
性
に
つ
い
て
の
協
議
機
関
を

設
置
す
る
方
向
と
の
こ
と
だ
が
、

前
提
で
あ
る
直
面
す
る
内
政
課
題

に
つ
い
て
解
決
に
至
っ
て
い
な
い

と
見
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

当
時
、
直
面
す
る
内
政
課
題

と
し
て
は
、
地
域
の
主
体
的

な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
、
い
わ

ゆ
る
三
大
事
業
の
推
進
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
福
祉
や
防
災
な

ど
生
活
に
密
着
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
よ
る
課
題
解
決
の
取
り

組
み
や
、
地
域
の
在
り
方
を
自
分

の
こ
と
と
し
て
捉
え
た
市
民
活
動

の
多
分
野
で
の
展
開
が
着
実
に
進

み
、
「
持
続
可
能
な
市
民
自
治
の

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
道
筋
は

確
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
三
大
事
業
に
つ
い
て
は
、

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
は
整
備

の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
段
階
で

あ
る
が
、
小
田
原
地
下
街
「
ハ
ル

ネ
小
田
原
」
や
お
だ
わ
ら
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
「
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」
は
、

交
流
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
始
め

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
内
政

課
題
に
つ
い
て
は
着
実
に
解
決
に

向
か
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
の

結
果
を
受
け
ど
う
指
導
す
る
か

平
成
27
年
度
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
結
果
は
、
本
市

小
中
学
校
に
お
い
て
全
教
科
が
国

平
均
お
よ
び
県
平
均
を
下
回
る
結

果
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
教
育
委
員

会
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
検
証
を

さ
れ
た
と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら
の

本
市
の
教
育
に
つ
い
て
教
員
へ
の

指
導
は
さ
れ
た
の
か
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、

今
後
ど
の
よ
う
な
学
力
向
上
策
を

取
っ
て
い
く
予
定
な
の
か
伺
う
。

本
市
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

は
、
毎
年
教
育
委
員
会
が
分

析
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
27
年
度

は
、
各
教
科
の
平
均
正
答
率
以
外

に
、
全
国
平
均
と
比
較
し
て
「
各

教
科
の
無
解
答
率
が
高
い
」
、

「
家
庭
学
習
の
時
間
が
短
く
、
ゲ

ー
ム
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
時
間

が
長
い
」
と
い
っ
た
課
題
が
見
ら

れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
分
析
を
元
に
、
平
成

27
年
度
か
ら
、
指
導
主
事
が
中
学

校
区
ご
と
に
学
校
訪
問
を
し
、
教

員
へ
の
指
導
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
、
教

育
研
究
所
の
共
同
研
究
事
業
で
あ

る
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
活
用
に
関
す
る
研
究
」
に
取
り

組
み
、
先
日
、
公
開
研
究
会
を
開

催
し
た
。

　

本
研
究
は
、
調
査
結
果
を
学
習

指
導
の
充
実
・
改
善
に
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
か
と
い
う
研
究
で
あ

り
、
そ
の
研
究
成
果
を
各
学
校
で

共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生

徒
の
学
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
学
校
に
お
い
て
も
、

誠　
　
　

風

加
藤　

仁
司
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漢
字
の
読
み
書
き
や
計
算
問
題
な

ど
の
基
礎
的
な
学
習
、
家
庭
学
習
、

放
課
後
学
習
の
実
施
な
ど
、
一
層

の
充
実
を
図
る
よ
う
指
導
し
た
い
。

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
と
比
較
し
て

何
が
足
り
ず
何
を
な
す
べ
き
か

市
長
は
、
か
ね
て
よ
り
米
国

の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

の
魅
力
を
論
じ
て
い
る
。

　

全
米
か
ら
企
業
家
を
は
じ
め
と

す
る
若
者
流
入
が
盛
ん
な
街
で
あ

り
、
魅
力
あ
る
街
だ
か
ら
こ
そ
の

ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
推
察
す
る
。

　

市
長
は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
理

想
と
す
る
街
を
目
指
し
て
い
き
た

い
の
か
、
比
較
し
て
小
田
原
に
は
、

何
が
足
り
ず
、
何
を
な
す
べ
き
と

考
え
る
か
。

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
全
米
で
も

常
に
最
も
住
ん
で
み
た
い
都

市
に
選
ば
れ
て
お
り
、
豊
か
な
地

域
資
源
を
生
か
し
、
持
続
可
能
な

市
民
自
治
の
ま
ち
の
実
現
を
目
指

す
本
市
に
と
っ
て
、
学
ぶ
こ
と
が

多
い
目
指
す
べ
き
理
想
を
体
現
し

た
街
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
街
に
は
、
食

の
地
産
地
消
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
自

動
車
を
極
力
使
わ
な
い
都
市
構
造
、

古
い
建
築
の
活
用
な
ど
、
そ
の
街

に
し
か
な
い
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
そ

れ
が
持
続
可
能
な
営
み
と
な
っ
て

活
力
を
生
み
出
し
続
け
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
街
な
か
緑

化
な
ど
を
進
め
る
都
市
廊
政
策
の

取
り
組
み
、
農
林
水
産
分
野
の
六

次
産
業
化
、
歴
史
と
文
化
の
資
源

を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
、
街
な
か

朝
市
な
ど
、
民
と
連
携
し
た
取
り

組
み
が
充
実
し
て
き
て
い
る
。

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

ご
み
焼
却
施
設
改
修
の
内
容
は

小
田
原
市
環
境
事
業
セ
ン
タ

ー
の
ご
み
焼
却
施
設
の
改
修

費
用
が
約
80
億
円
か
ら
約
50
億
円

に
変
更
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
ぜ
依
然
と
し
て
、
改
修
経
費
が

高
額
で
あ
る
の
か
積
算
根
拠
を
伺

う
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
改
修
工
事

を
行
う
の
か
伺
う
。

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
の
改
修

工
事
は
、
既
存
施
設
を
有
効

活
用
し
、
燃
焼
設
備
、
燃
焼
ガ
ス

冷
却
設
備
、
排
ガ
ス
処
理
設
備
や

電
気
計
装
設
備
等
を
対
象
に
、
主

要
機
器
の
更
新
と
改
修
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

　

更
新
す
る
機
器
に
つ
い
て
は
、

高
効
率
モ
ー
タ
ー
や
イ
ン
バ
ー
タ

ー
方
式
を
採
用
し
、
燃
焼
設
備
に

お
い
て
は
、
火
格
子
や
冷
却
方
式

を
改
良
す
る
こ
と
に
よ
り
低
空
気

比
燃
焼
が
可
能
と
な
り
、
省
エ
ネ

化
が
図
ら
れ
、
施
設
の
稼
働
に
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
に
伴
い

排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
量
の

削
減
を
３
％
以
上
見
込
ん
で
い
る
。

　

な
お
、
改
修
工
事
は
、
性
能
発

注
方
式
を
採
用
す
る
た
め
、
長
寿

命
化
計
画
等
の
策
定
業
務
を
受
託

し
て
い
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
が
、
全
国

　

今
後
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

が
、
環
境
と
調
和
し
た
暮
ら
し
や

仕
事
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て

定
着
し
、
広
く
市
内
外
に
認
識
さ

れ
、
自
分
た
ち
の
街
を
よ
り
豊
か

で
楽
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
へ
の

市
民
の
関
わ
り
が
増
え
て
い
く
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
人
が
引
か
れ

る
魅
力
的
な
街
に
な
っ
て
い
け
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

の
実
績
等
を
考
慮
し
て
積
算
し
た

事
業
費
を
参
考
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ご
み
焼
却
施
設
は
、
地

域
の
ご
み
の
質
や
量
の
推
測
か
ら

設
計
さ
れ
、
同
じ
規
格
の
も
の
は

な
く
特
殊
製
品
が
多
く
使
用
さ
れ
、

機
器
類
は
受
注
生
産
品
と
な
る
。

　

さ
ら
に
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
は

稼
動
期
間
が
長
く
、
改
修
箇
所
も

多
い
上
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策

を
講
じ
な
が
ら
工
事
を
す
る
こ
と

か
ら
高
額
と
な
る
。

市
内
業
者
の
閉
鎖

市
へ
の
事
前
の
届
出
は

（
株
）Ｈ
Ｇ
Ｓ
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
小

田
原
事
業
所
の
本
年
５
月
末

の
閉
鎖
に
よ
り
地
域
経
済
に
も
本

市
に
対
し
て
も
大
変
影
響
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、（
株
）日
立
製
作
所
と

本
市
と
は
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が

あ
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
日
立
シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ザ

小
田
原
の
閉
鎖
に
つ
い
て
届
出
は

な
い
の
か
伺
う
。

（
株
）日
立
製
作
所
小
田
原
工

場
は
、
昭
和
38
年
に
操
業
を

開
始
し
た
日
立
ラ
ン
プ
を
承
継
し
、

昭
和
41
年
か
ら
国
府
津
で
操
業
し

て
き
た
。

　

そ
の
後
、
組
織
改
変
等
を
経
て

日
立
製
作
所
情
報
・
通
信
シ
ス
テ

ム
社
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業
本
部
小
田
原
事
業
所
と
名
称
を

変
え
、
現
在
は
中
里
の
日
立
シ
ス

テ
ム
プ
ラ
ザ
小
田
原
に
所
在
し
て

い
る
。

　

当
該
事
業
所
は
、
平
成
11
年
に

市
が
設
置
し
た
「
企
業
市
民
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
に
加
盟
し
て
い

る
ほ
か
、
昭
和
43
年
に
は
「
酒
匂

川
水
系
保
全
協
議
会
」
に
参
加
す

る
な
ど
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
や

地
域
活
性
化
な
ど
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
立
シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ザ

小
田
原
の
閉
鎖
・
移
転
等
の
話
は

伺
っ
た
こ
と
は
な
く
、
市
に
対
す

る
事
前
の
届
出
の
義
務
は
な
い
。

日 
本 
共 

産 

党

吉
田　

福
治

▲　今月末に閉鎖する（株）HGSTジャパン小田原事業所
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企
業
誘
致
を
進
め
流
出
を

事
前
に
食
い
止
め
る
べ
き

（
株
）日
立
情
報
通
信
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
が
撤
退
、

（
株
）Ｈ
Ｇ
Ｓ
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
小
田
原

事
業
所
が
閉
鎖
す
る
。

　

日
頃
、
小
田
原
市
内
に
事
業
所

を
持
つ
企
業
と
の
情
報
交
換
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

流
出
・
流
失
を
行
政
対
応
に
よ

っ
て
事
前
に
食
い
止
め
る
働
き
は

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　

企
業
の
流
出
は
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に

逆
行
し
、
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

は
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
る
が
、
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
敷
地
の
今
後
の
利
活
用

に
つ
い
て
、
大
き
な
敷
地
が
ど
う

な
る
か
で
、
小
田
原
市
の
創
生
に

大
き
な
影
響
が
及
ぶ
も
の
と
考
え

る
が
、
小
田
原
市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
働
き
掛
け
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

企
業
誘
致
に
向
け
て
の
取
り
組

み
と
考
え
方
を
伺
う
。

企
業
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、

工
場
立
地
法
に
定
め
る
緑
地

面
積
率
の
緩
和
を
実
現
し
た
り
、

企
業
誘
致
推
進
条
例
に
よ
る
拡
大

再
投
資
に
対
す
る
助
成
を
拡
充
す

る
な
ど
し
て
、
事
業
所
等
の
維

持
・
拡
大
を
支
援
す
る
こ
と
で
企

業
流
出
を
防
止
し
た
い
。

　
（
株
）日
立
情
報
通
信
マ
ニ
ュ
フ

ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
小
田
原
拠
点
の

閉
鎖
に
つ
い
て
は
、
秦
野
拠
点
へ

の
集
約
で
あ
り
、
勤
務
地
が
近
隣

で
あ
る
た
め
市
民
の
転
居
も
少
な

い
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
人
口
流
出

に
関
す
る
影
響
は
限
定
的
で
あ
る
。

　

一
方
、（
株
）Ｈ
Ｇ
Ｓ
Ｔ
ジ
ャ
パ

ン
小
田
原
事
業
所
の
閉
鎖
に
つ
い

て
は
、
従
業
員
の
大
量
離
職
が
懸

念
さ
れ
、
再
就
職
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
市
内
大
手
事
務
所
へ
の

情
報
提
供
な
ど
で
協
力
し
、
影
響

を
最
小
限
に
止
め
た
い
。

　
（
株
）日
立
製
作
所
な
ら
び
に

（
株
）Ｈ
Ｇ
Ｓ
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
所
有
地

は
、
と
も
に
工
業
地
域
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
本
市
と
し
て
は
第
一

に
工
業
用
途
で
の
活
用
を
、
両
社

に
働
き
か
け
て
い
る
。

　

商
業
目
的
の
開
発
は
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
こ
と
か
ら
容
認
し
が
た
く
、

ま
た
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
が

た
い
用
途
へ
の
転
用
は
認
め
ら
れ

な
い
。

　

総
合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
等
に
定
め
た
ま
ち
づ
く

り
の
方
針
に
沿
い
、
必
要
に
応
じ

た
基
盤
整
備
等
を
含
め
、
企
業
誘

致
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

海
外
の
姉
妹
都
市・友
好
都
市

官
民
の
さ
ら
な
る
交
流
を

本
市
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
都
市

と
交
流
を
行
っ
て
い
る
が
、

中
で
も
海
外
都
市
で
は
姉
妹
都
市

の
ア
メ
リ
カ
の
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
、

友
好
都
市
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

マ
ン
リ
ー
市
と
国
境
を
越
え
た
交

流
を
、
長
き
に
渡
っ
て
行
っ
て
い

る
。

　

現
在
の
海
外
交
流
の
中
で
、
青

少
年
育
成
以
外
の
分
野
で
の
交
流

を
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
や
マ
ン
リ
ー

市
以
外
の
海
外
都
市
と
、
市
内
の

民
間
の
団
体
が
積
極
的
に
交
流
を

行
っ
て
い
る
が
、
新
た
な
海
外
都

市
と
の
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
提

携
を
す
る
意
向
が
あ
る
か
。

現
在
の
海
外
交
流
は
青
少
年

育
成
が
中
心
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
長
き
に
渡
り
、

途
絶
え
る
こ
と
な
く
交
流
を
続
け

る
こ
と
は
、
本
市
に
と
っ
て
大
き

な
財
産
で
あ
る
。

　

マ
ン
リ
ー
市
と
行
っ
て
い
る

「
と
き
め
き
国
際
学
校
」
で
は
、

20
年
を
超
え
る
交
流
の
信
頼
関
係

に
よ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
戦

死
し
た
と
思
わ
れ
る
元
日
本
兵
の

手
帳
を
、
66
年
の
時
を
超
え
て
遺

族
に
返
還
す
る
た
め
の
橋
渡
し
の

役
割
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
交
流
か

ら
派
生
し
て
く
る
も
の
も
あ
り
、

産
業
界
等
か
ら
の
ご
希
望
が
あ
れ

ば
相
手
国
へ
の
仲
介
等
、
市
と
し

て
で
き
る
範
囲
で
の
協
力
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流
を
発
展

さ
せ
、
継
続
的
な
友
好
関
係
を
深

め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
市
と

し
て
も
、
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市

と
い
っ
た
こ
と
に
と
ら
わ
れ
ず
、

市
民
へ
の
情
報
発
信
等
、
で
き
る

範
囲
で
協
力
を
し
て
い
き
た
い
。

南
足
柄
市
と
の
協
議

新
た
な
広
域
連
携
体
制
は

10
月
に
立
ち
上
げ
る
予
定
の

小
田
原
市
と
南
足
柄
市
と
の

協
議
会
で
は
、
①
合
併
②
大
都
市

制
度
の
活
用
③
新
た
な
広
域
連
携

に
つ
い
て
協
議
を
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
２
市
の
み
で
は
ま
と
ま
ら

な
い
内
容
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
協
議

し
て
い
く
予
定
な
の
か
。

こ
の
た
び
の
南
足
柄
市
と
の

協
議
で
は
、
県
西
地
域
に
お

け
る
安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
中
心

市
の
強
化
に
資
す
る
「
合
併
」
と

「
大
都
市
制
度
、
す
な
わ
ち
中
核

市
へ
の
移
行
」
、
そ
し
て
こ
れ
ら

に
加
え
て
、
「
新
た
な
広
域
連
携

体
制
」
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
こ

▲　チュラビスタ市での青少年交流の様子

政　
　

和

大
村　
　

学
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と
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
項
の
う
ち
、
合
併

と
中
核
市
移
行
に
つ
い
て
は
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
２
市
の
み
で
協

議
し
、
結
論
を
出
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

　

ま
た
、
新
た
な
広
域
連
携
体
制

に
つ
い
て
も
、
ま
ず
は
中
心
市
た

る
２
市
の
立
場
に
お
い
て
調
査
研

究
を
行
う
が
、
検
討
状
況
に
つ
い

て
は
、
神
奈
川
県
西
部
広
域
行
政

協
議
会
な
ど
の
場
で
情
報
を
共
有

し
、
８
町
の
意
見
を
伺
っ
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
し

主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

平
成
27
年
度
末
で
、
市
内
26

自
治
会
連
合
会
全
域
に
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
立
ち
上
が

る
よ
う
で
あ
り
、
地
域
の
主
体
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
住

民
と
行
政
が
協
働
し
て
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
計
画
を
立
て
、
今
で

は
主
体
的
に
活
動
し
て
い
る
組
織

が
多
い
が
、
本
市
と
し
て
さ
ら
な

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
や
連
携
を
考
え
て
い

る
か
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の

活
性
化
に
向
け
て
は
、
引
き

続
き
地
域
担
当
職
員
を
配
置
し
、

他
地
区
の
情
報
提
供
や
地
域
別
計

画
に
記
載
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
へ
の
対
策
を
関
係
者
の
皆
さ
ま

と
協
働
し
、
共
に
考
え
た
い
。

　

ま
た
、
支
援
の
さ
ら
な
る
拡
充

や
、
担
い
手
の
育
成
、
地
域
活
動

拠
点
の
整
備
の
検
討
な
ど
も
進
め
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
な

す
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

財
政
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
と
今
後
の
課
題
は

市
長
は
就
任
後
の
所
信
表
明

演
説
で
「
財
政
の
健
全
化
に

取
り
組
む
」
と
述
べ
ら
れ
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
任
期
中
、
ど
の
よ
う

な
点
に
力
を
入
れ
取
り
組
ん
で
き

た
の
か
。

　

そ
の
結
果
、
財
政
指
標
は
ど
う

変
化
し
、
そ
れ
を
ど
う
評
価
し
て

い
る
の
か
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
財
政
健
全
化

に
お
け
る
課
題
は
何
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

財
政
運
営
に
お
い
て
は
、

「
持
続
可
能
な
市
民
自
治
の

ま
ち
」
を
目
指
し
、
実
質
収
支
の

黒
字
維
持
と
市
の
債
務
残
高
の
縮

減
を
目
標
と
し
て
、
①
通
常
確
保

で
き
る
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
の

抑
制
、
②
「
選
択
と
集
中
」
に
よ

る
財
源
の
重
点
配
分
、
③
歳
入
確

保
の
取
組
の
強
化
、
④
健
全
財
政

の
維
持
の
４
点
を
基
本
姿
勢
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
実
質
収
支
は
、
就

任
以
来
黒
字
を
継
続
し
債
務
残
高

も
縮
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担

比
率
に
つ
い
て
も
、
就
任
前
に
は

全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
た
も
の

が
、
平
成
26
年
度
決
算
で
は
全
国

平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、
取
り
組

み
の
成
果
が
表
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

今
後
、
扶
助
費
や
社
会
保
障
関

係
の
繰
出
金
、
公
共
施
設
の
維
持

管
理
費
等
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

一
方
、
市
税
等
の
継
続
的
な
歳
入

の
増
加
は
見
込
み
に
く
い
状
況
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
健
全
財
政
を
維
持
し
つ
つ
、

い
か
に
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や

都
市
と
し
て
の
維
持
発
展
の
原
資

を
確
保
し
て
い
く
か
が
、
今
後
の

課
題
で
あ
り
、
一
層
の
事
業
の
見

直
し
や
、
歳
入
の
確
保
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

整
備
推
進
の
見
通
し
は

現
在
、
市
は
事
業
提
案
に
よ

る
手
法
で
整
備
を
推
進
す
る

た
め
に
、
事
業
者
か
ら
意
見
を
聴

取
し
て
い
る
が
、
整
備
推
進
の
見

通
し
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
、
南
足
柄
市
と
の

合
併
の
話
が
進
ん
だ
場
合
、
行
政

改
革
の
視
点
か
ら
は
、
本
市
と
南

足
柄
市
と
で
２
つ
も
ホ
ー
ル
は
い

ら
な
い
の
で
、
芸
術
文
化
創
造
セ

ン
タ
ー
は
造
ら
な
い
と
い
う
結
論

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
危
惧
し

て
い
た
が
、
市
長
は
「
小
田
原
市

総
合
計
画
は
南
足
柄
市
と
の
協
議

と
関
係
な
く
策
定
す
る
」
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
芸
術
文
化
創
造

セ
ン
タ
ー
は
第
５
次
小
田
原
市
総

合
計
画
の
前
期
基
本
計
画
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
後
期
計
画
に
盛
り
込
み
、

整
備
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
整

備
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業

者
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
限
ら
れ

た
建
設
費
の
中
で
、
「
市
民
ホ
ー

ル
基
本
計
画
」
で
定
め
た
諸
室
な

ど
を
「
事
業
提
案
」
に
よ
っ
て
、

ど
こ
ま
で
整
備
で
き
る
の
か
、
そ

▲　富水地区まちづくり委員会における会議風景
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の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。

　

事
業
者
か
ら
の
意
見
に
つ
い
て

は
３
月
中
に
公
表
す
る
予
定
で
あ

る
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
改
め
て

整
備
に
向
け
た
考
え
方
を
示
し
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
市
民

の
参
画
に
よ
り
進
め
て
き
た
芸
術

城
山
陸
上
競
技
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
の
今
ま
で
の
経
緯
と
今
後
は

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
練
習

拠
点
と
な
る
城
山
陸
上
競
技

場
を
改
修
す
る
に
あ
た
っ
て
、
日

本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

と
は
ど
の
よ
う
な
協
議
が
行
わ
れ

て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、
市
内
の
陸
上
競
技
場
の

利
用
者
や
関
係
者
と
は
ど
の
よ
う

な
協
議
を
行
っ
て
き
た
の
か
伺
う
。

城
山
陸
上
競
技
場
で
の
合
宿

に
つ
い
て
の
打
診
を
受
け
て

以
降
、
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
協
会
と
は
、
競
技
場
を
現
地

確
認
す
る
な
ど
し
て
意
見
交
換
を

重
ね
る
と
と
も
に
、
実
施
設
計
を

進
め
る
中
で
も
改
修
内
容
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
の
内
容
や
工
期
に
つ
い
て
は
、

市
陸
上
競
技
関
係
団
体
と
協
議
を

重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
、
閉
場
期
間
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
９
月
第
３
週
か

ら
年
度
末
ま
で
を
予
定
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
団
体
と
の
協
議
の
中

で
、
上
位
大
会
へ
の
進
出
な
ど
を

考
慮
し
て
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

閉
場
期
間
中
に
、
開
催
希
望
が

あ
っ
た
大
会
に
つ
い
て
は
、
平
塚

市
、
秦
野
市
で
３
大
会
６
日
間
を

代
替
開
催
で
き
る
よ
う
依
頼
し
、

了
解
を
得
て
い
る
。

　

個
人
利
用
者
へ
の
周
知
に
つ
い

て
は
、
競
技
場
へ
の
掲
示
や
、
広

報
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
共
施

設
予
約
シ
ス
テ
ム
で
公
開
す
る
ほ

か
、
年
間
利
用
パ
ス
の
発
行
の
際

に
も
周
知
し
て
い
き
た
い
。

本
市
の
企
業
誘
致
政
策
と

商
業
振
興
施
策
の
今
後
は

市
長
は
、
施
政
方
針
の
中
で
、

「
本
市
の
優
れ
た
立
地
条
件

を
周
知
す
る
な
ど
、
市
外
か
ら
の

工
業
立
地
の
積
極
的
な
推
進
や
、

市
内
に
お
け
る
工
場
の
流
失
防
止

を
図
る
」
と
し
て
い
る
が
、
依
然

と
し
て
企
業
の
撤
退
や
撤
退
後
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
の
方
向
性
が

見
え
な
い
。

　

本
市
の
経
済
の
活
性
化
を
目
指

す
た
め
に
は
、
生
産
年
齢
人
口
の

確
保
等
の
政
策
を
同
時
に
行
う
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
商
業
振
興
に
つ
い
て
、

高
齢
化
の
進
展
と
郊
外
型
の
商
業

施
設
の
立
地
に
よ
り
、
徒
歩
圏
内

の
商
業
施
設
が
閉
鎖
さ
れ
、
買
い

物
弱
者
が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
基
本
目
標
に
掲

げ
る
と
お
り
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
の
進
展
を
抑
制
す
る
た
め
、

企
業
誘
致
等
に
よ
る
安
定
雇
用
の

創
出
と
同
時
に
、
住
み
続
け
た
く

な
る
ま
ち
づ
く
り
や
、
子
ど
も
を

生
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
が

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
企
業
誘
致
策

障
害
者
差
別
解
消
法
の
周
知
と

差
別
解
消
に
向
け
ど
う
動
く
か

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
し
、
誰
も
が
個
性
を

尊
重
し
合
え
る
共
生
社
会
を
実
現

す
る
た
め
の
、
障
害
者
差
別
解
消

法
が
本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
国
、
地
方
自

治
体
、
民
間
事
業
者
に
対
し
、
不

当
な
差
別
的
対
応
を
禁
止
し
た
上

で
、
合
理
的
な
配
慮
を
義
務
付
け

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
法
律
の
求
め
る
趣
旨

を
ど
の
よ
う
に
周
知
徹
底
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
市
役
所
や
出
先
機
関
等

で
障
が
い
者
へ
の
差
別
解
消
を
具

の
一
層
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と

と
も
に
、
生
産
年
齢
人
口
を
確
保

す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
総
体
と

し
て
の
本
市
の
魅
力
向
上
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
買
い
物
弱
者
対
策
と
し

て
は
、
商
店
会
が
実
施
す
る
橘
商

店
会
の
「
出
張
商
店
街
事
業
」
、

下
曽
我
商
工
振
興
会
の
「
下
曽
我

五
郎
十
郎
朝
市
、
出
張
朝
市
事

業
」
、
扇
町
商
工
振
興
会
の
「
ま

い
ど
扇
町
事
業
」
な
ど
の
ほ
か
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
民
間
事

業
者
に
よ
る
取
り
組
み
も
進
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
が
果
た
す
役

割
・
機
能
は
必
要
な
も
の
で
あ
る

た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
事
業
を

推
進
し
て
い
く
考
え
に
変
わ
り
は

な
く
、
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に

際
し
て
も
、
こ
の
考
え
を
踏
ま
え

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

▲　ラグビー日本代表の練習拠点となる城山陸上競技場
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体
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

職
員
研
修
で
の
徹
底
、
窓
口
や
部

局
間
の
連
携
を
含
め
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、

障
が
い
を
理
由
と
し
た
「
不

当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
」
、

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
、
ま
た

「
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
支
援

措
置
」
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い

る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
市
の
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
す
る

ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
や
外
部
団
体
と

の
会
議
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
捉
え
、
そ
の
周
知
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
差
別
解
消
に
係
る
取
り

組
み
と
し
て
は
、
地
方
公
共
団
体

は
、
国
の
定
め
る
基
本
方
針
に
則

し
、
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁

止
お
よ
び
必
要
か
つ
合
理
的
な
配

慮
を
実
施
す
る
こ
と
に
関
し
、
職

員
が
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
「
対
応
要
領
」
を
定

め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。

　

な
お
、
こ
の
対
応
要
領
は
策
定

作
業
中
で
あ
る
が
、
策
定
後
は
全

職
員
に
周
知
を
図
り
、
す
べ
て
の

部
局
に
お
い
て
適
切
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

市
民
に
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

小
田
原
を
目
指
す
べ
き

「
十
人
十
色
」
、
さ
ら
に
は

「
一
人
十
色
」
と
い
う
言
葉

ま
で
あ
る
。
共
生
社
会
と
い
う
の

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
持
っ
た

人
間
が
、
お
互
い
に
認
め
合
っ
て
、

と
も
に
生
き
て
い
く
社
会
そ
の
も

の
だ
と
考
え
る
。

　

そ
の
共
生
社
会
実
現
の
た
め
に
、

お
互
い
の
文
化
や
人
権
を
尊
重
す

る
こ
と
が
、
す
べ
て
の
市
民
に
と

っ
て
も
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
小
田
原
と
い
う
ま
ち

は
、
外
国
に
つ
な
が
る
人
に
と
っ

て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

ま
た
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
伺

う
。

共
生
社
会
の
実
現
に
欠
か
せ

な
い
人
権
の
意
識
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
「
人
権
を
考
え
る
講

演
会
」
等
の
啓
発
事
業
を
行
っ
て

い
る
。

　

特
に
困
難
を
抱
え
が
ち
な
、
外

国
に
つ
な
が
る
方
に
対
し
て
は
、

多
言
語
に
よ
る
生
活
情
報
誌
の
配

布
や
、
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派

遣
等
、
個
別
の
支
援
に
つ
い
て
も

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
は
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
個
人

の
能
力
が
生
か
せ
る
よ
う
、
能
力

開
発
、
就
労
、
子
育
て
な
ど
、
幅

広
い
テ
ー
マ
で
「
男
女
共
同
参
画

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　

今
後
も
全
て
の
市
民
が
お
互
い

に
尊
重
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
多

様
性
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
い
き

い
き
と
暮
ら
す
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ハ
ル
ネ
小
田
原
の
収
支
面・

機
能
面
の
運
営
状
況
は

ハ
ル
ネ
小
田
原
の
現
在
の
人

の
量
や
流
れ
を
見
て
も
、
再

生
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
さ
れ
て
い
る

中
心
市
街
地
活
性
化
の
起
爆
剤
と

な
っ
て
い
る
か
疑
問
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
現
状
の
収
支
面
、
機

能
面
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
想
定

ど
お
り
順
調
に
運
営
で
き
て
い
る

の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
地
下
街
の
管
理
運
営
業

務
を
担
う
湘
南
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ

ル（
株
）が
売
り
上
げ
に
対
し
て
一

定
の
責
任
を
持
つ
仕
組
み
と
す
べ

き
だ
と
思
う
が
見
直
す
つ
も
り
は

な
い
の
か
伺
う
。

販
売
促
進
活
動
の
一
層
の
充

実
や
、
売
り
上
げ
の
さ
ら
な

る
向
上
な
ど
の
課
題
は
あ
る
も
の

の
、
収
支
面
に
つ
い
て
は
お
お
む

ね
想
定
の
範
囲
内
で
あ
り
、
順
調

に
推
移
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

公
共
・
公
益
的
な
機
能
面
に
お

い
て
は
、
街
か
ど
案
内
所
で
の
情

報
発
信
や
案
内
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
展
示
な
ど

を
実
施
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
有

機
的
に
つ
な
げ
、
よ
り
効
果
的
な

展
開
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
多

様
な
主
体
と
さ
ら
に
連
携
し
て
い

き
た
い
。

　

湘
南
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル（
株
）

は
、
地
下
街
の
営
業
管
理
、
販
売

促
進
活
動
の
企
画
実
施
、
施
設
の

維
持
管
理
な
ど
の
業
務
を
担
っ
て

い
る
。
同
社
は
、
業
務
委
託
契
約

の
も
と
、
受
託
者
と
し
て
責
任
を

も
っ
て
、
売
り
上
げ
に
関
し
て
は
、

状
況
の
把
握
、
傾
向
の
分
析
、
テ

ナ
ン
ト
へ
の
指
導
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

▲　本市で発行している多言語に
　　よる生活情報誌

個
人
質
問

佐
々
木　

ナ
オ
ミ

▲　平日のハルネ小田原
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▲　住吉橋保存修理事業費 ▲　天守閣耐震改修事業 ▲　市立図書館管理運営事業 ▲　城山陸上競技場
　　リニューアル事業費

　この予算編成に当たっては、社会保障費の増
加や、各種社会インフラの一斉の老朽化等を背
景とした大変厳しい財政状況は本市も例外では
なく、基礎自治体として市民生活の基盤に係る
サービスを維持しながら、事業の優先順位付け
や事務事業の見直し、歳入の最大限の確保を念
頭に、鋭意努力されたことと推察いたします。
　平成28年度は、第５次小田原市総合計画「お
だわらＴＲＹプラン」の前期基本計画の最終年
度であり、さらに、人口減少・少子高齢化に伴
う諸問題の解決を目指す「小田原市まち・ひ
と・しごと創生総合戦略」に基づく取組に本格
的に着手する時期でもあります。そこで、市長
におかれましては、これらの推進によって、官
民連携のもと、諸課題への解決を図りつつ、具
体化への途上にある事業の投資効果を確実にす
るとともに、本委員会での審査の過程で委員各
位から出された質疑、意見等について、意を払
い、予算執行に当たられることを強く望むもの
です。

委員長報告（抜粋）可決すべきものとされた
修正案の提案理由

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

里
づ
く
り
事
業
費
の
修
正
案

本
市
内
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
施
設
が
少
な
く
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
里
は

豊
か
な
自
然
を
有
す
る
本
市

の
イ
メ
ー
ジ
に
そ
ぐ
わ
な
い

こ
と
や
、
本
市
内
の
民
間
の

環
境
団
体
等
が
全
国
的
に
活

躍
し
て
い
る
分
野
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
民
間
に
任
せ
る
べ

き
で
あ
る
等
の
理
由
か
ら
削

除
。

債
務
負
担
行
為
の
太
陽
光
発

電
設
備
借
上
料
の
修
正
案

発
電
量
が
少
な
く
費
用
対
効

果
が
低
い
こ
と
や
、
市
民
ニ

ー
ズ
と
本
市
の
厳
し
い
財
政

状
況
を
鑑
み
る
と
優
先
順
位

は
高
く
な
い
等
の
理
由
か
ら

削
除
。

修
正
案
①

修
正
案
②

可
決
す
べ
き
と
さ
れ
た
修
正

案
は
３
月
₂₅
日
の
本
会
議
で

採
決
し
ま
し
た

※
詳
し
い
内
容
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載

予
算
特
別
委
員
会

　

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
平
成
28
年
度
当

初
予
算
案
や
条
例
議
案
な
ど

19
件
の
議
案
に
つ
い
て
詳
細

な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
28
年
度

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
２

件
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
可
決
す
べ
き
も
の

と
さ
れ
、
そ
の
後
修
正
案
を

除
く
原
案
に
つ
い
て
も
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
残
る
す
べ
て
の
議

案
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
会
議
最
終
日

に
は
、
予
算
特
別
委
員
長
が

審
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

■委員会の構成■
委 員 長　　井原　義雄
副委員長　　大川　　裕
委　　員　　木村　正彦　　神永　四郎
　　　　　　井上　昌彦　　鈴木　和宏
　　　　　　鈴木　敦子　　小松　久信
　　　　　　篠原　　弘　　田中利恵子
　　　　　　奥山孝二郎　　俵　鋼太郎
　　　　　　関野　隆司

3/4　委員長・副委員長を選出し、審査日程を検討

3/16 　現地視察　予算に関連する施設を視察

一般会計予算の２件の修正案および修正部分を除く原案について賛成多数で可決
すべきものとされた。競輪事業特別会計予算・後期高齢者医療事業特別会計予
算・農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を求める条例について
は賛成多数、その他の議案はすべて全員賛成で可決すべきものとされた。

3/22 総括質疑・採決
総括質疑は、全ての予算・
施策等に関して質疑を行う

 ３/ ７　議会費・総務費・公債費・
　　　　予備費

3/10　労働費・農林水産業費・　
　　　 商工費・特別会計

 ３/ ８　総務費・民生費

3/11　土木費・消防費・
　　　 特別会計・企業会計

 ３/ ９　衛生費・特別会計・
　　　  企業会計

3/15　教育費・特別会計
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斎
場
整
備
事
業
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
委
託
料
の
妥
当
性
は

斎
場
整
備
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

そ
の
算
定
根
拠
、
算
定
基
準
が
な

く
、
見
積
も
り
合
わ
せ
で
委
託
料

を
決
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
は
、
随
意
契
約
で
１
社

の
み
の
見
積
も
り
合
わ
せ
と
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
ら
た
め
て
確
認

で
き
た
。

　

そ
こ
で
、
委
託
料
の
妥
当
性
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
導
き
出

し
て
い
る
か
伺
う
。

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
事
業
者
と

の
契
約
に
際
し
て
は
、
事
前

に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
の
実
績
が
あ
る

事
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
る
ほ

か
、
当
該
年
度
に
加
え
て
、
全
事

業
に
対
す
る
委
託
料
を
事
業
者
選

定
の
中
で
確
認
す
る
な
ど
、
市
況

に
つ
い
て
随
時
の
把
握
に
努
め
て
、

妥
当
性
を
検
討
し
て
き
た
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
委
託
料
に
つ

い
て
は
、
小
田
原
市
斎
場
事
務
広

域
化
協
議
会
の
各
市
町
の
負
担
金

を
財
源
と
し
、
そ
の
額
に
つ
い
て

１
市
５
町
の
了
解
を
得
て
決
定
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
内
閣
府
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
て
も
妥

当
性
の
あ
る
も
の
と
判
断
し
て
い

る
。

　

平
成
28
年
度
に
お
い
て
も
、
他

事
例
の
状
況
や
２
市
５
町
で
の
検

討
、
内
閣
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

参
考
に
精
査
し
て
い
き
た
い
。

定
住
人
口
増
の
施
策

積
極
的
に
打
ち
出
す
べ
き

２
０
１
５
年
国
勢
調
査
「
人

口
速
報
集
計
結
果
」
に
よ
り
、

本
市
の
人
口
が
過
去
５
年
間
で

２
・
１
％
、
４
１
５
３
人
減
少
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
ど
の

よ
う
に
評
価
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
特
に
働
く
世
代
が
集
ま

る
よ
う
な
定
住
人
口
増
の
施
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

２
０
１
５
年
の
調
査
結
果
で

は
、
過
去
５
年
間
で
２
・
１

％
の
人
口
減
と
な
っ
て
い
る
が
、

２
０
１
０
年
時
点
で
は
、
０
・
２

％
減
で
あ
り
、
人
口
減
少
が
進
ん

で
い
る
。

　

本
市
で
は
、
１
９
９
９
年
以
降
、

総
人
口
が
減
少
に
転
じ
て
い
る
が
、

２
０
０
５
年
以
降
は
死
亡
数
が
出

生
数
を
上
回
り
、
自
然
減
が
続
い

て
い
る
。

　

ま
た
、
若
年
層
の
人
口
流
出
が

顕
著
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
少

子
高
齢
化
が
進
む
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
問
題

へ
対
応
す
る
た
め
、
本
市
は
昨
年

「
小
田
原
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
総
合
戦
略
に
基

づ
き
、
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
や

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境

づ
く
り
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

　

特
に
、
自
然
豊
か
な
地
で
、
暮

ら
し
と
仕
事
の
両
立
が
で
き
る
こ

と
や
、
一
次
産
業
、
創
業
支
援
環

境
な
ど
魅
力
あ
る
職
に
関
す
る
情

報
の
発
信
、
官
民
連
携
に
よ
る
総

合
的
な
空
き
家
対
策
な
ど
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
仕
事
と
暮
ら
し

を
つ
な
い
だ
定
住
促
進
を
強
化
し

た
い
。

小
田
原
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
小
田
原
で
採
れ

た
魚
や
果
物
・
農
産
物
・
加
工
品

等
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
地
元
で
採
れ
た
も
の
を
地
元

で
消
費
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
い
て
地
域
資
源
を
新
た
な

「
光
」
と
し
て
活
用
し
て
い
く
と

し
て
い
る
が
、
小
田
原
ブ
ラ
ン
ド

と
小
田
原
食
文
化
の
取
り
組
み
と

活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

本
市
は
、
温
暖
な
気
候
と
豊

か
な
自
然
が
生
み
出
す
農
林

水
産
物
や
、
長
い
歴
史
の
中
で
育

ま
れ
た
多
彩
な
文
化
・
な
り
わ
い

か
ら
生
み
出
さ
れ
た
、
か
ま
ぼ
こ
、

干
物
、
梅
干
な
ど
の
地
場
産
物
が

市
民
の
食
文
化
と
し
て
根
付
い
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
産
物
は
、
小
田
原
か

ま
ぼ
こ
、
小
田
原
・
十
郎
梅
、
片

浦
レ
モ
ン
、
小
田
原
城
前
魚
（
し

ろ
ま
え
ざ
か
な
）
な
ど
、
小
田
原

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
既
に
確
立
さ
れ
、

さ
ら
に
は
、
食
材
と
漆
器
が
融
合

し
た
「
小
田
原
ど
ん
」
も
開
発
さ

れ
て
い
る
。

　

小
田
原
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
市
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、

食
文
化
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用

し
て
い
き
た
い
。

地
域
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
放
送
を

本
市
で
活
用
し
て
い
る
地
域

メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
ス
ポ

ー
ツ
に
係
る
情
報
発
信
が
不
十
分

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

市
と
し
て
こ
の
地
域
メ
デ
ィ
ア

の
活
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
そ

の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等

の
放
送
等
を
検
討
す
べ
き
と
思
う

が
見
解
を
伺
う
。

　

ま
た
、
市
が
Ｆ
Ｍ
お
だ
わ
ら
に

委
託
し
て
い
る
市
政
情
報
や
防
災

情
報
を
発
信
す
る
番
組
の
中
で
、

市
民
総
合
体
育
大
会
や
市
駅
伝
等

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

放
送
し
て
は
ど
う
か
。

本
市
で
は
、
Ｆ
Ｍ
お
だ
わ
ら

や
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
小
田
原
等
の

地
域
に
密
着
し
た
メ
デ
ィ
ア
を
活

用
し
て
い
る
。

総括質疑から
　予算特別委員会では、審査や現地視
察を行った後、さらに慎重な審査を必
要とする事項について市長に出席を求
め、総括質疑を行いました。
　ここでは、その一部をご紹介します。

小
田
原
ブ
ラ
ン
ド
と

小
田
原
食
文
化
の
推
進
を

▲　小田原ブランドの
　　 １つ小田原城前魚
　　 のロゴマーク
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こ
れ
ら
の
地
域
メ
デ
ィ
ア
は
市

政
情
報
や
防
災
情
報
な
ど
、
市
民

に
情
報
発
信
す
る
手
段
と
し
て
有

効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る

Ｆ
Ｍ
お
だ
わ
ら
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
本
市
で
は
行
政
情
報
番
組
の

制
作
・
放
送
を
Ｆ
Ｍ
お
だ
わ
ら
に

も
委
託
し
て
お
り
、
放
送
番
組
の

中
で
は
、
所
管
課
か
ら
の
依
頼
で

職
員
等
が
生
出
演
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
も
放
送
し
て
い
く
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

御
幸
の
浜
海
水
浴
場

観
光
資
源
と
し
て
防
犯
対
策
を

御
幸
の
浜
海
水
浴
場
に
つ
い

て
、
年
間
約
１
万
３
千
人
も

の
利
用
者
が
い
る
重
要
な
観
光
資

源
で
あ
る
美
し
い
海
水
浴
場
を
、

今
後
と
も
し
っ
か
り
維
持
で
き
る

の
か
。

　

ま
た
、
御
幸
の
浜
公
衆
便
所
の

防
犯
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

御
幸
の
浜
海
岸
は
、
市
民
の

憩
い
の
場
で
あ
り
、
観
光
客

に
と
っ
て
も
重
要
な
観
光
資
源
で

あ
る
。

　

小
田
原
市
観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
い
て
も
、
海
や
海
か
ら
も
た

ら
さ
れ
る
恵
み
を
含
め
、
貴
重
な

観
光
資
源
に
位
置
付
け
て
お
り
、

今
後
も
適
切
な
管
理
を
続
け
、
美

し
い
御
幸
の
浜
海
岸
を
維
持
し
て

い
き
た
い
。

　

公
衆
便
所
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
夜
間
利
用
を
制
限
す
る
た
め
、

１
日
２
回
、
朝
お
よ
び
夕
方
の
鍵

の
開
閉
業
務
を
委
託
し
、
そ
の
際

に
防
犯
対
策
と
し
て
、
施
設
内
の

安
全
確
認
を
行
っ
て
き
た
。

　

今
後
は
、
利
用
状
況
等
を
勘
案

し
な
が
ら
、
職
員
に
よ
る
巡
回
や
、

出
入
口
の
開
閉
を
行
っ
て
い
く
。

小
学
校
の
避
難
所
用
テ
レ
ビ

普
段
の
教
育
に
も
使
う
べ
き

避
難
所
用
テ
レ
ビ
を
13
台
購

入
し
て
、
災
害
時
の
避
難
先

と
な
る
小
学
校
に
設
置
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
管
理
は
各
学

校
に
お
願
い
し
、
屋
内
運
動
場
等

で
保
管
し
て
も
ら
う
も
の
の
、
学

校
は
許
可
な
く
使
用
で
き
な
い
と

聞
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
災
害
時
に
避
難
所

に
設
置
し
、
使
用
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
設
置
場
所
、
維
持
管
理
の

方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
普
段
の
教
育
現
場
で
も

使
用
で
き
る
よ
う
す
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

避
難
所
用
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

は
、
広
域
避
難
所
を
開
設
し

た
場
合
や
風
水
害
時
に
早
期
避
難

の
た
め
の
避
難
所
を
開
設
し
た
際

に
、
避
難
者
等
が
災
害
情
報
等
を

入
手
で
き
る
よ
う
購
入
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

設
置
場
所
は
、
避
難
所
と
な
る

小
学
校
の
屋
内
運
動
場
を
想
定
し

て
お
り
、
保
管
場
所
に
つ
い
て
は
、

管
理
上
の
問
題
な
ど
を
含
め
て
各

学
校
と
調
整
し
て
決
定
す
る
。

　

各
小
学
校
の
教
室
等
に
は
、
教

材
の
大
型
テ
レ
ビ
が
あ
る
が
、
非

常
に
重
く
移
動
が
困
難
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
運
搬
に
支
障
が
な
い
大

き
さ
の
も
の
を
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
動
作
確
認
も
含
め
て
、
学

校
や
地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練

や
防
災
教
室
、
通
常
の
授
業
等
で

も
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
協
議

し
た
上
で
学
校
に
お
願
い
し
た
い
。

発
災
時
の
帰
宅
困
難
者

ど
う
受
け
入
れ
る
か

小
田
原
市
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
機

能
が
高
い
都
市
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
発
災
時
の
帰
宅

困
難
者
の
受
け
入
れ
対
応
に
つ
い

て
、
現
在
の
状
況
を
伺
う
。

　

ま
た
、
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

伺
う
。現

在
、
本
市
で
は
、
小
田
原

駅
周
辺
に
帰
宅
困
難
者
避
難

場
所
と
し
て
、
城
山
中
学
校
、
小

田
原
高
校
、
市
民
会
館
、
小
田
原

短
期
大
学
、
国
際
医
療
福
祉
大
学

の
５
カ
所
を
指
定
し
て
い
る
。

　

小
田
原
駅
周
辺
以
外
の
帰
宅
困

難
者
の
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
最
寄
り
の
広
域
避
難

所
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
災
害
の
状
況
に
応
じ
て
、

川
東
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
マ
ロ
ニ
エ
、

城
北
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
、

か
も
め
図
書
館
、
小
田
原
ア
リ
ー

ナ
を
開
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
他

の
公
共
施
設
を
開
設
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

　

帰
宅
困
難
者
対
策
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
、
県
、
関
係
市
町
、
鉄
道

事
業
者
等
と
連
携
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入

コ
ス
ト
が
合
わ
な
い
の
で
は

広
域
避
難
所
に
太
陽
光
発
電

設
備
を
導
入
す
る
目
的
、
費

用
対
効
果
、
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

小
田
原
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画

で
は
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地

域
で
自
給
す
る
持
続
可
能
な
ま

ち
」
を
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
し

て
、
市
有
施
設
・
広
域
避
難
所
へ

の
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
率
先
導

入
を
位
置
付
け
て
い
る
。

　

広
域
避
難
所
へ
の
導
入
は
、
災

害
時
な
ど
の
停
電
時
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
自
給
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

同
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化

に
も
寄
与
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
常
時
に
は
、
施
設
で

の
自
家
消
費
に
よ
り
電
気
使
用
量

の
10
％
を
賄
い
、
４
施
設
で
年
間

▲　美しい海岸線が続く御幸の浜海水浴場
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約
80
万
円
の
電
気
料
金
の
削
減
に

つ
な
が
る
。

　

導
入
に
か
か
る
費
用
を
踏
ま
え

る
と
、
電
気
料
金
の
削
減
額
は
多

く
は
な
い
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

域
自
給
に
向
け
た
象
徴
的
な
取
り

組
み
と
な
る
。

　

広
域
避
難
所
へ
の
導
入
は
、
こ

れ
ま
で
、
屋
根
貸
し
事
業
や
、
県

の
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基

金
の
活
用
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
現

在
は
４
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

導
入
さ
れ
て
い
な
い
施
設
に
つ

い
て
は
、
構
造
上
、
既
存
の
手
法

で
は
設
置
が
難
し
い
施
設
も
あ
る

が
、
技
術
の
進
展
や
コ
ス
ト
の
低

下
状
況
を
踏
ま
え
、
で
き
る
だ
け

経
費
を
抑
え
な
が
ら
、
順
次
、
導

入
を
進
め
て
い
き
た
い
。

学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
の
た
め

柔
軟
に
予
算
執
行
す
べ
き

委
託
料
、
工
事
請
負
費
と
も

に
、
ト
イ
レ
１
基
あ
た
り
に

換
算
す
る
と
高
額
で
あ
る
が
算
出

根
拠
を
伺
う
。

　

ま
た
、
予
算
額
に
対
し
契
約
額

が
下
回
り
、
執
行
残
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
前
倒
し
て
執
行
し
洋
式

化
率
を
高
め
る
考
え
は
な
い
か
。

委
託
料
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
し
た
配
管
や
床
、
天
井
等

を
含
め
た
ト
イ
レ
の
全
面
改
修
工

事
を
行
う
た
め
の
設
計
業
務
を
委

託
す
る
も
の
で
、
便
器
を
和
式
か

ら
洋
式
へ
交
換
す
る
工
事
を
対
象

と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

工
事
請
負
費
に
つ
い
て
は
、
単

に
便
器
を
和
式
か
ら
洋
式
に
交
換

す
る
だ
け
で
な
く
、
古
く
な
っ
た

床
、
天
井
、
壁
の
補
修
や
、
ブ
ー

ス
そ
の
も
の
を
改
修
す
る
費
用
に
、

安
全
率
を
見
込
ん
で
算
出
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

ト
イ
レ
洋
式
化
工
事
は
、
安
全

率
を
考
慮
し
予
算
化
し
て
い
る
た

め
、
入
札
に
よ
り
契
約
金
額
が
予

算
額
を
下
回
る
こ
と
は
十
分
考
え

ら
れ
る
。

　

こ
の
事
業
は
「
小
田
原
市
ス
ポ

ー
ツ
振
興
・
教
育
環
境
改
善
基

金
」
を
財
源
と
し
て
お
り
、
所
期

の
目
的
達
成
に
有
効
な
活
用
方
法

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
前
倒
し
て
洋
式
化
率
を
高
め
る

工
夫
も
し
て
い
き
た
い
。

学
校
施
設
の
老
朽
化

施
設
整
備
を
す
べ
き

学
校
施
設
の
老
朽
化
の
現
状

と
施
設
整
備
の
考
え
方
、
さ

ら
に
緊
急
度
の
高
い
修
繕
と
し
て

の
短
期
計
画
の
達
成
見
込
み
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
学
校
施
設
整
備
の
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

本
市
の
小
中
学
校
は
建
築
後

30
年
を
超
え
る
も
の
が
７
割

以
上
、
40
年
を
超
え
る
も
の
が
３

割
以
上
、
中
に
は
50
年
を
超
え
る

施
設
も
あ
り
、
学
校
施
設
の
計
画

的
な
整
備
は
重
要
度
が
高
い
と
認

識
し
て
い
る
。

　

短
期
計
画
の
達
成
状
況
は
、
平

成
26
年
度
か
ら
３
年
間
の
計
画
件

数
１
７
８
件
に
対
し
、
平
成
26
年

度
31
件
、
平
成
27
年
度
23
件
を
実

施
し
、
平
成
28
年
度
は
31
件
の
工

事
を
予
定
し
て
お
り
、
３
年
間
で

合
計
85
件
、
率
に
し
て
47
・
８
％

の
達
成
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

短
期
計
画
は
３
年
間
を
計
画
期

間
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
着
手

が
で
き
な
か
っ
た
工
事
に
つ
い
て

は
、
平
成
29
年
度
以
降
に
順
次
着

手
し
て
い
く
。

　

今
後
、
長
寿
命
化
、
機
能
向
上

等
を
主
眼
と
し
た
中
長
期
計
画
を

策
定
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
な
る
。

閉
校
後
６
年
経
過
し
た

旧
片
浦
中
学
の
利
活
用
を

閉
校
し
た
片
浦
中
学
校
の
在

り
方
に
関
す
る
提
言
書
の
報

告
が
さ
れ
た
。

　

こ
の
提
言
後
か
ら
７
年
余
り
、

閉
校
か
ら
６
年
の
月
日
が
流
れ
、

地
域
は
そ
の
間
、
施
設
の
再
利
用

に
つ
い
て
待
ち
続
け
て
い
る
。

　

市
は
、
こ
の
旧
片
浦
中
学
校
の

今
後
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

平
成
21
年
度
末
の
閉
校
後
、

暫
定
利
用
や
早
稲
田
大
学
と

連
携
し
た
調
査
業
務
等
を
通
じ
、

利
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

　

平
成
23
年
度
は
、
宿
泊
可
能
な

体
験
型
施
設
と
し
て
の
活
用
に
向

け
た
予
算
を
提
案
し
た
が
、
費
用

が
多
額
に
な
る
こ
と
か
ら
断
念
し

た
経
緯
が
あ
る
。

　

平
成
25
年
度
、
26
年
度
に
は
片

浦
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
中

心
に
検
討
を
進
め
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
の
活
動
拠
点
お
よ
び

農
産
物
加
工
施
設
と
し
て
校
舎
の

一
階
部
分
を
活
用
す
る
方
策
を
検

討
し
た
が
実
現
に
は
至
っ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。

　

平
成
27
年
度
は
活
用
に
興
味
を

持
つ
事
業
者
等
に
現
地
を
案
内
す

る
等
、
民
間
の
利
活
用
に
も
裾
野

を
広
げ
て
検
討
を
し
て
き
た
が
、

方
向
性
を
定
め
る
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
課
題
は
多
く
あ

▲　現在、小学校に設置されている太陽光発電設備

▲　利活用について検討をしている旧片浦中学校
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る
が
、
地
域
住
民
の
意
向
も
尊
重

し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

旧
片
浦
中
学
校
の
在
り
方
に
つ
い

て
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

加
入
が
減
り
続
け
る
子
ど
も
会

ど
う
加
入
を
増
や
す
か

子
ど
も
会
加
入
率
の
低
下
な

ど
、
子
ど
も
会
に
対
す
る
全

国
的
な
課
題
が
本
市
に
も
存
在
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
、

連
合
子
ど
も
会
に
お
い
て
は
、
山

王
地
区
、
前
羽
地
区
が
休
止
の
状

況
と
聞
い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
市
と
し
て
の

方
向
性
と
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
見
解
を

伺
う
。子

ど
も
会
は
古
く
か
ら
子
ど

も
の
健
全
育
成
に
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
存
在
で
あ
り
、

加
入
率
の
減
少
傾
向
に
対
し
て
は

市
と
し
て
も
大
変
大
き
な
問
題
意

識
を
持
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
子
ど
も
会
関
係
者
と
と

も
に
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
今
後
と
も
緊
密
に
連
携
し

な
が
ら
、
加
入
率
の
向
上
に
努
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

な
お
、
小
田
原
市
子
ど
も
会
連

絡
協
議
会
に
お
い
て
は
、
育
成

者
・
指
導
者
研
修
会
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
単
位
子
ど

も
会
か
ら
の
加
入
児
童
数
や
役
員

の
減
少
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し

て
お
り
、
こ
う
し
た
地
道
な
活
動

が
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ぜ
ひ

ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
を
な
く
す

た
め
、一
層
努
力
す
べ
き

市
内
小
中
学
校
の
不
登
校
児

童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
中
学

校
は
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ

る
。

　

本
市
が
不
登
校
児
童
生
徒
を
な

く
す
た
め
の
努
力
を
し
て
き
た
こ

と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
平
成
26

年
度
は
県
内
19
市
の
状
況
を
見
る

と
、
本
市
の
中
学
校
も
不
登
校
者

数
が
増
え
て
お
り
、
５
番
目
に
高

い
出
現
率
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
今
後
は
全

体
に
増
え
る
傾
向
に
あ
る
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
校
内
支
援
室
指

導
員
、
不
登
校
生
徒
訪
問
相
談
員
、

ハ
ー
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
員
の
配
置
や
教
育
相

談
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
不
登
校
に
対
す

る
教
職
員
の
意
識
の
向
上
、
校
内

支
援
体
制
の
充
実
、
小
中
学
校
の

連
携
な
ど
に
よ
り
一
定
の
成
果
が

見
ら
れ
る
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
不

登
校
児
童
生
徒
は
多
く
、
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

今
後
も
不
登
校
の
未
然
防
止
や

相
談
活
動
の
充
実
、
関
係
機
関
と

の
よ
り
よ
い
連
携
に
努
め
、
不
登

校
問
題
の
改
善
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

産
婦
人
科
医
療
施
設
の
建
設

補
助
金
の
妥
当
性
は

旧
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地

を
貸
し
付
け
て
新
た
に
民
間

の
産
婦
人
科
医
療
施
設
建
設
に
あ

た
り
、
国
か
ら
の
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
と
一
般
財
源
を
充
て

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
補
助
金

の
妥
当
性
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
本
市
で
開
業
す
る

医
療
施
設
に
対
し
て
の
補
助
金
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

は
、
ま
ち
の
拠
点
と
な
る
エ

リ
ア
に
、
持
続
可
能
な
都
市
構
造

へ
の
再
構
築
を
図
る
目
的
で
、
生

活
に
必
要
な
都
市
機
能
を
整
備
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
必

要
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
採
択

さ
れ
る
。

　

産
婦
人
科
医
院
開
設
は
、
出
産

分
娩
に
制
約
が
出
て
い
る
本
市
の

現
状
を
考
え
る
と
、
市
の
施
策
と

し
て
非
常
に
重
要
な
も
の
と
し
て
、

小
田
原
駅
周
辺
地
区
都
市
再
生
整

備
計
画
に
位
置
付
け
て
お
り
、
補

助
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
た
に
開
業
す
る
医
療

施
設
に
対
し
て
は
、
そ
の
時
々
の

駅
周
辺
に
お
け
る
都
市
機
能
の
整

備
状
況
や
、
そ
の
施
設
の
内
容
・

規
模
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
対

象
と
な
る
か
判
断
し
た
上
で
、
今

後
も
協
議
し
て
い
く
。

▲　産婦人科医療施設の建設が予定されてい
　　る旧社会福祉センター跡地

● ● 請 願 ・ 陳 情 の 提 出 に つ い て ● ●
　請願や陳情は、市政について意見や要望がある場合に、市議会に提出することができます。
　６月１日（水）までに提出されると、６月定例会の会期中に、その内容に関係ある常任委員会等で審査され
ます。詳細は、市議会事務局（電話 33－1761）までお問い合わせください。

● ● 議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か ● ●
　議会では、生活に直結した重要な問題が審議されており、どなたでも傍聴できます。本会議の傍聴は市役所
４階の議会傍聴受付にて、委員会の傍聴は市役所３階の議会事務局にて、それぞれ受け付けます。
　傍聴に際しては、規則を守りご静聴ください。
　★３月定例会の傍聴者延べ人数（本会議45人、常任委員会30人、予算特別委員会19人）



議 会 ト ピ ッ ク ス
４年ぶりに当初予算を修正可決

予算特別委員会の
修正理由

環境・エネルギーの里づくり事業
再生可能エネルギー関連施設
が少なく、環境・エネルギー
の里は豊かな自然を有する本
市のイメージにそぐわないこ
とや、本市内の民間の環境団
体等が全国的に活躍している
分野であることから、民間に
任せるべきである等の理由か
ら削除。

太陽光発電設備借上料
発電量が少なく費用対効果が
低いことや、市民ニーズと本
市の厳しい財政状況を鑑みる
と優先順位は高くない等の理
由から削除。

　

予
算
特
別
委
員
会
へ
審
査
を
付
託
さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て
、
３
月
25
日
の
本
会
議
で
、
予
算
特
別
委
員
長
か
ら
左
記
２

事
業
を
削
除
す
べ
き
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
反
対
討
論
も
あ

っ
た
も
の
の
、
賛
成
多
数
で
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
た
め
、
２
事

業
は
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
事
業
等
に
つ
い
て
は
市
長
の
提
案
ど
お
り
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
予
算
を
修
正
可
決
し
た
の
は

４
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

【
環
境・エ
ネ
ル
ギ
ー
の
里
づ
く
り
事
業
の
内
容
】（
予
算
額
：
２
６
７
万
６
千
円
）

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
市
民
発
電
所
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
と
豊

か
な
自
然
資
源
、
わ
ん
ぱ
く
ら
ん
ど
等
の
集
客
施
設
を
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
結
び
つ
け
、
「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
里
」
と
し
て
地
域
の
魅
力
の
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
。

【
太
陽
光
発
電
設
備
借
上
料
の
内
容
】（
予
算
額
：
11
年
間
で
８
千
万
円
）

広
域
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
市
内
小
学
校
４
校
に
、
太
陽
光

発
電
設
備
お
よ
び
蓄
電
池
を
設
置
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
時
な
ど
の
停
電
時
の
電
力
を
確
保

す
る
も
の
。

平
成
₂₈
年
度
一
般
会
計
予
算

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
里
づ
く
り
事
業
お
よ
び

太
陽
光
発
電
設
備
借
上
料
を
削
除

○陳情の審査については、新たに審査基準を設けまし
　た。この基準に該当するとされたものは全議員への
　写しの配布にとどめ、審査はいたしません。
○陳情の提出の方法および審査方法の詳しい内容につ
　いては、ホームページをご覧ください。

陳情審査基準（全議員への写しの配布にとどめるもの）
①法令又は公序良俗に反する行為を求めるもの 　②個人や団体
を誹謗中傷し、又はその名誉を毀損し信用を失墜させるおそれの
あるもの。ただし、既に公表された事実及び社会的に周知された
事実を除く　③個人に関する情報を暴露し、その権利利益を害す
るおそれのあるもの。ただし、既に公表された事実及び社会的に
周知された事実を除く　④市職員の身分に関し、懲戒、分限等を
求めるもの　⑤訴訟や不服申立てにより係争中のもの　⑥当該陳
情を提出した者の住所及び連絡先が不明確で連絡の取れないもの
⑦郵送により提出されたもの　⑧その他議会の審査になじまない
と認められるもの

本会議（第1日目）　
提出議案等の説明

6/  8 ㊌

本会議（第4日目）　
一般質問

6/23 ㊍

本会議（第5日目）　
一般質問

6/24 ㊎

本会議（第6日目）　
一般質問

6/27 ㊊

本会議（第7日目）　
一般質問

6/28 ㊋

本会議（第2日目）　
議案に関する質疑

6/14 ㊋

本会議（第3日目）　
各常任委員長報告、
採決、一般質問など

6/22 ㊌

総務常任委員会6/15 ㊌

厚生文教常任委員会6/16 ㊍

6月定例会の予定

建設経済常任委員会6/17 ㊎

陳情の提出

審　査 陳　情　審　査　基　準 全議員に写しの配布

陳情の審査方法
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発
行

平
成
二
十
八
年
五
月
一
日

小
田
原
市
議
会
だ
よ
り
第
一
三
七
号

★
６
月
定
例
会
の一
般
質
問
の一
部
を
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
チ
ャ
ン
ネ
ル（
地
デ
ジ
11　

）で
録
画
放
映
し
ま
す
。

（
放
送
予
定
日
：
７
月
２
日
㊏
・
３
日
㊐
）
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